
〔水日作関係〕

1・水稲由バラ播き移植における株まきポツトの育南

と移植の逝応在について

本県における″くラ持き杉箱怯培は、紙簡出によって可能1生が認められ、普及に移されrたが、

一方パラ態きモ多柄用とと′て「棟まきボット」が開発本れたので、その通志性を検討し、
一応の

結果を得たので、参考に供したいっ

1.技 術内容

「株 ま き ポ ッ ト 」↓ま 3 1 X 6 1 餅 の 徹 に 1 6 r 7 7 文 1 6 卸 X 3 2 初 の ボ ッ トが 5 7 8 個 あ り 、

旅土つめ、紙獲、覆土して育市 し、共により,t土を包含しブrッ タ寸iとするものである。

青苗哨採では苗代様式、床上の在報、職符壁、出芽法、晩期育商通応性、移値開係では /

Fッ クの域度、植付結度について検予fした

(1)荷 語i増官i

O 市 代様式ではパ上の乾操が著しい形状であり、期 トンネル式ビニ
ールハウス育苗では

村よ労力が多くなり、出才が不安定になる″卜で折衷 トンネル方式 (党持溝水状態としな

い )で実用性があり、工冷地でヤまビニ
ールハウス育苗で安全性が高い。

O ‐lfi視!ようすまさ,煮ど !ヽ「賓!よよいが、葬岳!的にはユボット当り3～ 4粒 である。

0 原 上の種類で,ますくlit文土と沖☆土で大きなく、いずれも利用できる。

0 出 牙方法は、出芽辞千」Alも箱の1考1太から可能であるので検討したが、折衷 トンネル方

式でtよi中期lt特!と出ウFに=さ るが後半分ることから
一般に出芽器利用」は不用である。ll

トンネル方式で!よ再地五才の場合、出芽が不良となるので出茅器出井が苗莉がよく苗質

もよかった。また、本冷地やれ期ギゴ古では出す器コ1用の効果はたまると考えらオR,る。

O 晩 Hヽ彬有に伴う|11刊liギ「の百Ttt14‐は補市i■にまさり、技術前弔忙の高がえられi芭応it

が認められ=,i

12)やなi13係

① プ ロックの強度について、与【土を火|11灰土、沖警i土について転衛i野(火山灰上 )との

比校をみたが、衝球によって宇|れる天土tは 、大山吹土>沖 f!f土>祇 筒苗となったが代

かき蔵後に移触するナ坊令問ど!よない合

② 柏 付描度について!よ、代かき直後で市li立化、好t付深さ、11傷市の発生なども紙衛苗に

劣ることなく奨用的である,

悦付後フ)発候状態もよく、☆‖ヽ前に劣ること|よなかった。

その後の本田生有もま市苗に劣ることなく、除学部1使用も従来どおり1判題はない。
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(移植前処理剤は不適 )

以上から一部育苗作業省力化で問題が成ろ面もあるが、育日、移4αの実用が認められた。

を及上の紹触点

tij 床土の乾煉が著しいので、経水に注意し出才柿をよくすること“、

t2)折 爽方式で常時軽水状態にすると、従支苗になりやすいので操子と、経水以夕|ギ
よ努水 して

力くこと。

t31  移植下年のdと りはおの度をたたき、ネットから百ノロックをぬく。パ土水分が多いと技

けやすいが、プロックが競れやすいので庄前の極水はさけること。

141  パラ需きは代かき直後に行うが、土盛伐入しない株はブロックが洗われ
｀
候が露出し枯

死する点が縦薇さfより注意が必要である。

依衛苗同様、代かき直後影祐のため移植前処理の強草刺はさけることっ

その他、祇筒苗′ヽラ嬌き移植栽培に準ずる。

3 .試 験成績の税要         ―

(1)試 験 `課堪 名  水 師苗パラ溶き移拒載培に関する試験

t2)試 験年次、場所  昭 和 47年 ～ (昭 50)岩 手県立喪試

(3)育 苗様式と輸の七育
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t41 出茅方法と苗の生育

O 供 試条件
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調査結果

0.51‐

相 付 精 度
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パラ好き移梅の梅付構度

1)供 款条件

イ、供試南の条“卜は 1ブ ロノク重が 7～ 8マ で

革丈 14～ 15例 、す:教35業 である。

″、供試臨場は火由灰土壊で代かき直後のさず

″ざりFi入深が 15例 で行ったじ

′ヽ、パラ打きは手まきで行 った。 (ほ うり上げ

高さ 9～ 1″ )

事

0″‐30° 1 3

i =付姿勢 (立毛角度 )%

] ～ 6 0 ° 1 6 1 ヽ 9 0 °一叫
くご■！♭‐
一中中一れな  し

16)晩 期移植としてのFF占とパヲⅢき■はt上

O 供 試条件

5月 下旬～6月 上、中旬の高品1キでの青市の,対応に,をしtitと′たs

競将月 Fl 卒;正月日

渋 ま き ポ ツ ト 1 5 月 1 3 日 | 1 戸 2 1 日

( 々) ベーパーポ ノト

(未 )捕背苗 (有孔 )

。1ブ ″ ノクポ メトの対耗針 8～ 4粒

(品 F 4 1′、ャニシキ )

。補者苗 1 0 0夕 /結  、

。新英 トンネル、出芽まで寒冷紗遮北

。出芽佼無紋電



② 試 験結果

イ 首 の生育

Ⅲ 乾 物31は60° C“ Pい。制定

本田生育と除草売Jお応様
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/tす障害および☆解1拝)りiなどの抵平はみとめられない。
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求された問瑠点
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